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《  レグ イj凛 ム  |||ト

金・持ちとラザロのま1話です。議者の意表を1サ電く機知に富ん /ilお 話です。

後の rill‐ :ジ スト散会の孝lt義 :こ は lil盤 結 しません。何か、因果應報 |ま つわるユ

ダキ人の特殊な伝承力|1含 まれ ているのかもしれません。

当1時の金持ちは、議lllヽ 塀ヽに闘まれた邸宅に構柱 していましノl。 物乞いが

そんギi｀位居の 11電 のところに居 :||1唇 わるの iよ 、はば日没後で、日中は神殿付近

や商店街などヽ重 ケタσ)多 いと lろ で過ごしていたようです。〔:の ラザロは

ベタ」_ア のマルタと■オ|リ アの児拳ではなさそ・)で す。彼はなぜか傷を負っ

てヽヽ 111:す 。その理由か:事故なィ1:り か、、ヽさか、ヽ 11よ るものなのかは不明です

が患」||卜 は野 良人に低め 1,れ ていたようです。ウザロの名前はなぜか金持ち

にも|夕:||,ら れてお り、時々、家 ,tや 来客の食べ残 しに有 |,付いていたのかも

知″l illiせ ん。小憫な :iザ ロは 111キ が来て餞死 (病死 ?)す ると、天使たちの
キ <い 、天空のアプラノ、ムの懐 まで運ばれます 6前 後 して寿命が尽 きた金持

ちには、なぜか天使たちのお理えは来ません、1死んで地中に纂られた金持

ちは、そのまま贅泉:下 :,ま す。そこは灼熱
`′

)地獄です。薔鋤11の あまり顎

を上 ||ド 、:椴 りさけ見れば空の 1皮方に安住するクザロの姿が見夕l_ま す ()被 は

民れく11)父 の懐にいます。そこは生前、意まれ ||||【 か` った人々の織先席です。

どち」)も 死後の世界■||・す。さらなる死はも 111あ りません。水主主の安らぎか、

または永遠の苦悩がイ十ち受けています。金持ちは、ラザロと主北ヽ 自ヽ分が永

遠の平悩の中へと運 |`|ぼれたことを`}港 ります。`tし て今そこで、耐え難い喉

の ,留)il∫ に襲われてヽヽイll′)で す。

「父、アプラハム。|||、 私を憐れんで
｀
ください 」とえ金持ち11よ 叫びます。

懐中〈|'ili)ラ ザロを責泉 l.下 して自分の喉を潤す _kう に、仕向け <:く れとせが

おのです。すると、ププラハムは答えました |1両 者の間には巨大な奈落が

存在 |え より行き来が不可能管のだと`)生育
|II、,優雅に生きたお前は今、反

対′
'」

11L場 で喘いでい′|卜 のだと,:,ま た、生前、帯 しみぬいたラギロは、今は

書位ひ
|)層
場所を得ているのだと。

几〔jl)持 ちには遺 された兄弟がいました。イナ虻1,は 今も、全 くい1じ 優雅な生

活を】|1色 ってヽヽ崚 す。このままで
｀
は遅かれ旱かれ、全員、贅泉ψ

′)国 で再会す

ること1に な りそうです。来る ヾき不幸を察 t.メヒ彼は、今度は II:1分 のことよ

りt,FL弟 のことを走配 します。懐中のラザ EPセ 黄泉にではな く、その手前

の下埠に達わして、小命中の兄弟に警告を発 |´ てはもらえないかとアプラ



ハムにせが IFの でした。まのいい話です。と11ろ が、こちら 111押下 されて

しまいます .)ア プラハムは答えました。兄弟たちには守るべ 1ヽ 律法が力)る

ではないか 、これに従えとく,|||1無理なら、ヽヽ くらラザロを復だ:オiせ て遣わ し

ても彼らは言 うことを饉 くはずもないと。

モーセ律法は、人間がこれを導守するには自ずと限界があ `|ま した。イ

エス・キリストの言葉は、』|セ 〈17)限 界を丸服 tて 余 りある神αll‖'ゴ スです。

どちらも出所 |ま 同じ神です、人間の限界を無 |ナ 尽 くす神こそ、このせで命

を落とした触 り子 を復活させ てまで、人類 を11単 かれる神で
｀
り (

讐えで示されたアプラハムの言説は神の行F滝恙で
｀
もあります。ただ、キ

リスト教会の教義に直結するわけではなヽヽ キ,`1)の 、当時のユダヤ民族σl)信

仰の到逹点 (乃 至は限界 )と |し て、アプラハムの懐中に慧 う当社福のラtl〕 ロ

と黄泉で喘 ぐえ金持ちの薔悩に満ちた姿が、伝承を用いて譜 :|,れ たのか も

しれません。

≪ 永遠の命 》

イエスの幼少期には触れないヨハネ福音苦では、代わ りに神がロゴスで

あったこと、これによって1,物が生じたこと、また、そこから命が生 t'た

こと、命が光であり闇の中に出現 したことを哺1正言 します。

これは、ロゴスである神フ)ヾ 受肉し、この廿 y)闇 を照らす光 11し て顕りli[し

たことを意味します。イエス 。キリストとは 1そ ういうお方う|IFの だと。こ

れを信 じる嗜は、闇の中に 1ヨ まることはない と。

私を見る者は、私を遣わした方を見るのである。 (12145)

神は、その姿を現すことはない、可視化されない存在だと|い うことが真

理 として語られるとき、イ」ニス・キリストは、どこまでも「故郷に入れら

れないただの預言者 」の地位 |こ とどまります 1,宣教の女台ま l川 1お いて鳳、

ご自身、その地位 を甘受されました。他宗教ではいまだにそ )い う扱ヽヽ を

受け続けています。イエスの言葉は神とは無 1燻 係ではないもび)の 、彼 |■ た

だの人間以タトの何者でもないと。信 じてもよいのは彼の神性ではな く人性

のみと。この場合 、イエスを通わされた神の存在は宙に浮 く 1と とな.11、

イエスはこのせの闇を照らしたい、ただの予|1質 1筆 者となります (、 同時に神は、

下手をすると神話の世界に 1:召 め置かれ、言葉だけがこのせ |〔 ノ||llし く響 1111波



ることになっ てしまいます。すると、その時メヽ間は、「 何か、徴 をみせろ。

見せく|く れた Iゝ 信 じてやる」さ:横柄な態度を現|`せ ます。もちろん彼らが

「信 じたぃ 」 1と と惰仰とは、全 く異質のもσl)です。ただ、この次元に留

まるスに々 にと っては、それこム|:が信仰であると1誤認 します。さらに、この

せが|イ |・佑仰の 1闘 であることの証拠ともなりま琴。彼らは日の前に神がいて

も、気̀
が
付きません。こうして不信仰は、見.ジ ているものを駐えな くして、

その実態は、人間の「罪 」と ltて 残 ります (二||ハ ネ福音書 9:41 )。

父σl〉 命令は永遠の命である :|liと を、私は彙1´`,て いる。(12:50)

イユ、スはそう言われます。では神は永遠の命を一体 、誰に命 じているの

で
｀
しょう? ヨハネ褐音書によると、永遠の金とはイエスを信 じる者が一

人 も減びないためのもの (3115・ 16)■ |゛あり、同様にイエスの言葉

を通 して父なる沖 を信 じる者 7ヾ賜 り(5:2/1)、 イエスの内|と 血を食す

る者モ|.賜 |,(6:54)、 同時に、イエスが父なる神から被かった人マが

不信仰に陥ることな く、与え |||,れ る命 (1712)の ことです。では、そ

れと l‐ 父の命令」とは、どう
インながるので し 11う ?

こク|}福 音蓄〈|の最後に記 された「永遠の命 」とは、上記のイエスが薇かっ

た人ぐが、唯 '一の真
“

)神 (父 t｀ る神 )と 、神が遣わしたイエス・キリスト

を見く||、 認識することである (17:3)と い うのです。したがって「 命
令 」と|は 父なる神の議い意志ァ)ヾ働いて、イニ人がその「認識 」を可能とな

じ,し めることを意味 しているようです。たた、日常的にはどこまでも実感

に乏 t.ヽ メヽッセージ′〉一つではあります。なぜなら、この命は、生物学で

説明可能な生命とは、明らかに異質 (異次几
′|))の命のようでもあるかあ

です。

ここで、あらためて聖書に記 された究極の真理に触れます。

ネ申はその独 り子 を賜 ったはどに、せ を愛された。御子 を信 じる者が

一人 も減びないで、永遠の命を得るためにく)(ヨ ハネ福音書 3:16)

「永遠の命 」は、この旬の中で諄られると11111:に のみ、なぜか読者のミに

深 く入 り込み、道を揺さぶります。生物学 tI北生学もこの言葉の前には沈

黙ず′||)し かありません。神の.I熱理とはそうヽヽ
・)も のなのかもしれません。


